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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つの空気取出し口（２０）が燃焼室の入口（１１）に位置付けられている
ケーシング（１６）と、１つのマニホルドを有し、該マニホルドに接続された複数の燃料
噴射器（１５）が燃焼室内で環状に分布している燃料供給装置とを備え、少なくとも１つ
の燃料噴射器（１５ａから１５ｄ）が前記取出し口の付近に位置付けられている、ガスタ
ービンエンジンの環状燃焼室であって、燃料供給装置が、取出し口（２０ａ、２０ｂ）の
付近に位置付けられた前記燃料噴射器（１５ａから１５ｄ）の燃料流量を他の燃料噴射器
（１５）と比較して減少させる手段を備える、前記環状燃焼室。
【請求項２】
　前記燃料流量を減少させる手段が、空気取出し口の付近に位置付けられた前記噴射器（
１５ａから１５ｄ）内の燃料流量を、他の噴射器（１５）と比較して３％から１０％分減
少させるように構成されている、請求項１に記載の燃焼室。
【請求項３】
　前記燃料流量を減少させる手段が、噴射器（１５’ａから１５’ｄ）の供給ダクト内の
固定されたダイヤフラム（４１）である、請求項１または２に記載の燃焼室。
【請求項４】
　燃料噴射器（１５）が、アイドル供給と、全開供給における流量を制御する手段（３４
）を備えた全開供給とを備え、燃料流量を減少させる手段が、前記制御手段に対して作用
するように構成されている、請求項１から３のいずれか一項に記載の燃焼室。
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【請求項５】
　制御手段がバネ（３５）によって復帰される弁（３４）であり、燃料流量を減少させる
手段が所定剛度のバネによって形成されている、請求項４に記載の燃焼室。
【請求項６】
　供給装置が、噴射器の個々の供給ダクトが連結されたマニホルドを備え、取出し口の付
近の前記噴射器の供給ダクトが、他の噴射器と比較して流量を減少させるように位置が決
定されるゲート（５０）によって制御される、請求項１から３のいずれか一項に記載の燃
焼室。
【請求項７】
　ゲートがソレノイド弁である、請求項６に記載の燃焼室。
【請求項８】
　ゲートが、空気取出し流量に応じて調節される、請求項６に記載の燃焼室。
【請求項９】
　請求項１から８のいずれか一項に記載の燃焼室を備える、ガスタービンエンジン。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ガスタービンエンジンの分野に関し、本発明の目的は、より詳しくは、燃焼
室の出口における温度プロファイルを著しく改善するための燃焼室の動作に関する。
【背景技術】
【０００２】
　航空機の推進ガスを作り出すエンジンなどのガスタービンエンジンは、空気が燃料と混
合され燃焼される燃焼室に燃料供給を行う空気圧縮手段を備える。燃焼室で作り出された
ガスは、タービンロータを通して案内され、そこで膨張され、次いで排出される。タービ
ンは、ターボジェット内のファンを含む様々な圧縮ロータを駆動する。航空機内で、複数
の補助的な機能を実施するために、圧縮空気および動力が取出される。特に、空気は、燃
焼室の中に通じた圧縮空気ディフューザの直ぐ下流に位置付けられた空間から取出される
。
【０００３】
　空気は、燃焼室のケーシング上でこの環状空間内のいくつかの位置に分布された取出し
口から引き出される。
【０００４】
　最近では、エンジンには、全開まで及ぶことが可能な広範な動作範囲にわたって、空気
を航空機に供給する機能が割り当てられている。この取出しは燃焼の質に影響をもたらす
。
【特許文献１】欧州特許第１７７０３３３号明細書
【特許文献２】仏国特許第２５４０１８６号明細書
【特許文献３】欧州特許第１２０９３３８号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　したがって、燃焼室の下流で高温スポットが出現することが判明している。この問題に
対する分析によって、これらの高温のゾーンが取出し口に続く下流に位置していることが
示されている。この現象は、燃料噴射器が軸線の全周囲にわたって分布されていることに
関連付けられる。具体的には、環状燃焼室の燃焼は、燃料噴射器の延長部に位置付けられ
た複数の燃焼の座部（ｓｅａｔ）に分割されている。燃料は、噴射器によって燃焼室の上
流で燃焼室の底の開口部を通して噴射され、これらの開口部を通過する空気と燃料との混
合から燃焼が生じる。取出し口を介した空気の取出しは、取出し口が必然的に局部に限定
されていることから、これらの取出し口の直近の周囲の下流に位置付けられた座部内の燃
焼の質に対して影響を及ぼすことに留意されたい。これらの取出し口を通して引き出され
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た空気は、同じゾーン内に位置付けられた燃焼の座部から消失してしまう。この結果これ
らのゾーン内で燃料の過剰濃度が生じ、これによって燃焼ガスの温度の上昇が起こる。し
たがって不均等な温度プロファイルが燃焼室の下流で見受けられることになる。
【０００６】
　本出願人は、燃焼室の出口におけるガスの温度プロファイルを改善し、このゾーンの部
品、特に高圧案内翼要素の耐久性に対して有害である高温スポットを軽減することを目的
として設定した。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明によると、この目的は、少なくとも１つの空気取出し口が燃焼室の入口に位置付
けられているケーシングと、上記取出し口の付近に少なくとも１つの燃料噴射器が位置付
けられた複数の燃料噴射器が燃焼室内で環状に分布している燃料供給装置とを備える、ガ
スタービンエンジンの環状燃焼室であって、燃料供給装置は、取出し口の付近に位置付け
られた上記燃料噴射器の燃料流量を、他の燃料噴射器と比較して減少させる手段を備える
、環状燃焼室によって達成される。
【０００８】
　本発明の解決法の利点は、簡単な手段で、燃焼室全体にわたった燃料濃度の均一性を達
成することが可能となることである。この結果、全開時に発見される後流が制限され、全
開時の温度マップに改善がもたらされる。その結果として、燃焼室の直ぐ下流の高圧案内
翼要素の耐用期間が向上する。
【０００９】
　他の特徴によると、空気取出し口の付近に位置付けられた噴射器の燃料流量を他の噴射
器に対して３％から１０％分減少させるように、燃料流量を減少させる手段が配置されて
いる。
【００１０】
　一実施形態によると、上記燃料流量を減少させる手段は、噴射器の供給ダクト内のダイ
ヤフラムである。
【００１１】
　他の実施形態によると、燃料噴射器は、アイドル供給と、全開供給における流量を制御
する手段を備えた全開供給とを備え、燃料流量を減少させる手段が上記制御手段に対して
作用するように構成されている。
【００１２】
　より詳しくは、制御手段はバネによって復帰される弁であり、燃料流量を減少させる手
段は所定剛度のバネによって形成されている。
【００１３】
　他の実施形態によると、供給装置は、噴射器の個々の供給ダクトが連結されたマニホル
ドを備え、取出し口付近の噴射器の供給ダクトは、他の噴射器と比較して流量を減少させ
るように位置が決定されるゲートによって制御される。
【００１４】
　図面を参照して本発明の非限定的な実施形態についての以下の記述を読めば、他の特徴
および利点が明らかになろう。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　図１は、航空機ターボジェット１０の燃焼室１１を半断面図で部分的に表している。全
体に環状の形状を備えた燃焼室は燃焼室底１２を備え、燃焼室底１２にはオリフィスが設
けられ、その内側に、燃焼室を取り囲んだケーシング１６によって支持された一定数の噴
射器１５のスプレーヘッド１４が係合されている。噴射器１５同士は円周方向に均等に離
隔されている。ここでは見えていないが、上流に位置付けられた高圧コンプレッサから到
来する圧縮空気が、環状ディフューザ１８によってケーシングの中に誘導される。高温空
気は、燃焼室底１２を覆った案内金属薄板１９によって２つのストリームに分割される。
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一方のストリップは、ケーシング１６を通過して燃焼室１１のまわりを移動した後、燃焼
室内にその下流部分で挿入される。他方は、燃焼室底１２内の案内金属薄板とオリフィス
との間の開口部を通って燃焼室内に進入して、スプレーヘッド１４によって燃焼室の中に
吹き付けられた燃料と混合する。燃料は、燃料の円錐状噴霧の角度内に位置付けられた点
火プラグ１７と接触して点火して、下流に位置付けられた、ここに図示していない高圧タ
ービンに燃料供給するガスをもたらす。各噴射器１５は、スプレーヘッド１４を支持しそ
れに燃料供給する噴射器アームを備える。アームは、スプレーヘッドを燃焼室底に対して
垂直の位置に保つように湾曲されている。本発明が適用される燃焼室においては、空気取
出し口２０はケーシング１６内に配置されている。空気取出し口は、ディフューザ１８と
案内金属薄板１９との間に位置付けられた環状のゾーンと連通している。
【００１６】
　図２を参照すると、燃焼室が、ガスの流れ方向に関して上流から下流にエンジンの軸線
において見られる。噴射器１５が燃焼室のまわりに均等に分布されている。この事例では
、噴射器は、様々な噴射供給管１５１内に燃料を分布させる環状ダクト１５３に個々の流
量調整器１５２によって連結された管１５１の形態を取っている。噴射器は、金属薄板１
９を通して個々の開口部内に係合されて、燃焼室の内側に燃料供給を行う。この図は、取
出し管２１であって、燃焼室のケーシング上にいずれも配置された取出し口２０ａと２０
ｂにそれぞれ連結された管２１ａと２１ｂの２つの部分を備えた取出し管２１を示してい
る。管のこれら２つの部分は取出し管２１で遭遇し、取出し管２１は引き出された空気を
様々な使用ゾーンに向けて案内する。
【００１７】
　この図は、２つの取出し口２０ａと２０ｂが噴射器の一部分の直ぐ上流に配置されてい
ることを明確に示している。この事例では、それらは一方では噴射器１５ａと１５ｂであ
り、他方では噴射器１５ｃと１５ｄである。ディフューザ１８から到来する空気は環状の
ストリームを形成し、これが基本ストリームに再分割される。基本ストリームは燃焼室１
１の進入口で整流板１９の開口部１９ａのそれぞれに進入し、これらのストリームには噴
射器１５がリンクされている。動作中、各噴射器によって供給された燃料は基本ストリー
ムと混合されて、同数の、環状に分布された燃焼座部を形成する。
【００１８】
　噴射器は全て主供給路から同じ方法で燃料供給されるので、これらの各座部における燃
焼の質は、燃料流量の基本空気流量に対する割合に依存する。特に、取出し口２０ａと２
０ｂを通して空気を取出すと、噴射器１５ａ、１５ｂと１５ｃ、１５ｄとの下流で、空気
の燃料に対する割合に変化を引き起こす。この結果生じる燃料の過剰濃度は、これらの噴
射器に関連付けられた燃焼の座部において、他の座部内よりも高い燃焼ガス温度として表
れる。このことの結果として、より高温のスポットを有する、燃焼室下流の環状の温度プ
ロファイルが生じる。
【００１９】
　本発明によると、この問題は、他の座部の空気対燃料の割合と等しい割合に戻るように
、上述の噴射器内の燃料供給を減少させることによって解決される。
【００２０】
　これを達成するための手段はこの噴射手段に適合される。
【００２１】
　知られている方法で、この噴射器は、エンジンの起動中および通常動作中に燃焼室に燃
料を供給する。主として２つのタイプの噴射器が存在する。エンジンの動作相（点火の動
作相、低出力から高出力への動作相）に応じた２つの燃料回路（１次および２次の燃料回
路）のために設計された「航空機械的（ａｅｒｏｍｅｃｈａｎｉｃａｌ　ｔｙｐｅ）」噴
射器と、全ての動作相のための燃料回路を１つだけ有した「航空力学的（ａｅｒｏｄｙｎ
ａｍｉｃ　ｔｙｐｅ）」噴射器とである。
【００２２】
　ダブルジェットを備えた航空機械的装置の場合、噴射器は、燃焼室のケーシングに固定
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されかつスプレーヘッド内で終端したアームを備える。空気力学的噴射器の実施例を図３
に示している。各アーム１５１は２つの管、例えば本出願人名義の欧州特許第１７７０３
３３号明細書に記載の装置におけるように、保護ケーシング２５によって取り囲まれた第
１の外側管２６と、外側管内に同軸に係合された第２の内側管２４とを備えて、２つの同
軸のダクト、即ち上記内側管によって画定された中央ダクト２８と、中央ダクトを取り囲
みかつ内側管２４および外側管２６の２つの管によって画定された環状断面を備えた周囲
ダクト２９とを画定している。各噴射器アーム１５１は２つの燃料供給回路に連結されて
、供給条件を様々なエンジン速度に適合させることを可能にしている。エンジンの動作条
件とは無関係に流量が小さく、変化しない、アイドル速度かつ低出力における動作のため
の１次の燃料回路と、低量さらにはゼロから最大限度まで本質的に変化可能な流量を備え
た２次の燃料回路とが存在する。
【００２３】
　したがって、これらの２つの燃料ダクト２８と２９は、例えば仏国特許第２５４０１８
６号明細書あるいは欧州特許第１２０９３３８号明細書で記載されたタイプの計量装置１
５２に連結されている。
【００２４】
　この燃料は、ポンプによって圧力下で、燃料取込み口のカップリング３１を介して計量
装置１５２に供給される。このカップリングは、燃料圧力が第１の閾値を超えると開きか
つエンジンの動作中開いたままとなる停止弁３２と連通している。この停止弁の下流では
、燃料が絶え間なく通路３２ａを通して第１のダクト２８に案内され、スプレーヘッドへ
と至る。２次の流れを形成している燃料の他の部分は計量弁によって制御される。したが
って、２次の流れは、停止弁３２の下流にある計量弁３４によって制御される。計量弁３
４は、第１の閾値よりも高い圧力で開き、第１の閾値よりも高い圧力で始まる燃料を計量
するように設計されている。燃料は計量弁３４の下流で通路３４ａを通してダクト２９へ
と案内されて、そこからスプレーヘッドに向けられる。弁３４は、バネ３５の復帰力に対
抗した燃料圧力の作用下で開く。
【００２５】
　従来技術の解決策では、同一燃焼室の全ての噴射器で燃料流量が可能な限り接近するよ
うに２次の燃料計量弁を調整することが目的であった。本発明によると、噴射器１５ａか
ら１５ｄに関連付けられた計量弁の調整は、それらの流量が所定値未満、特に燃焼室の他
の噴射器の値と比較して３％から１０％分小さくなるように修正される。流量を減少させ
ることによって、空気引出し口の付近に位置付けられた燃焼座部において燃料混合物の濃
度が低下される。
【００２６】
　計量弁３４の調整手段は、それに関連付けられたバネ３５の調整から構成される。
【００２７】
　図４で表したものなどの航空力学的タイプの噴射器１５’は、特に計量弁を通して燃料
供給される。この計量弁は、所定の燃料供給圧力下で開きかつこの供給圧力の上昇に応え
て開いたままとなるように構成され、これによって、燃料が取り入れられ次いで燃料が燃
焼室で拡散される噴射ノズルに向けて放出されることを可能にする。
【００２８】
　噴射アーム１５１’に燃料供給するためのチャネル１５２’では、固定されたダイヤフ
ラムが流量を較正する。従来式の実施形態のこれらのダイヤフラムは、様々な噴射器に全
く同一の流量を供給するように互いに同一である。このようなダイヤフラムを図４で表し
ている。単一管の噴射アーム１５’が燃料供給回路に連結され、燃料供給回路は、較正す
る断面を備えたダイヤフラム４１を備えるカップリング４０を介して計量される。本発明
によって、本出願人は、図２の１５ａから１５ｄに位置が対応する噴射器１５’ａから１
５’ｄの流量が他の噴射器の流量よりも小さくなるように、適切な較正する断面を備えた
ダイヤフラムを選択した。
【００２９】
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　本発明の一変形実施形態によれば、燃料噴射器１５ａから１５ｄまたは１５’ａから１
５’ｄは、ソレノイド弁あるいは調整可能なゲートによって制御される他の噴射器の回路
とは別の回路によって燃料供給される。
【００３０】
　図５で分かるように、噴射器１５ａから１５ｄに燃料供給する燃料回路は、ソレノイド
弁またはゲート５０によって制御される。ソレノイド弁は２つの可能な位置をとっている
。即ち開いた位置と、対応する回路内で圧力降下を生じさせるための減少通路を備えた位
置とである。取出し口を通した空気の取出しがないとき、ソレノイド弁は開いている。全
ての噴射器が同じ方法で動作する。取出しが起こると、ソレノイド弁は、噴射器１５ａか
ら１５ｄに燃料供給する回路内で圧力降下を生じる位置にある。この圧力降下によって、
問題となる噴射器への流量が減少させられる。
【００３１】
　取出し動作を調節する法則がより複雑である場合、調整可能なゲートが据え付けられ、
空気取出し流量に応じて調節されて、飛行領域全体にわたる噴射器の濃度の均一度を最適
化する。
【００３２】
　ここに示した実施例は制限的なものではない。他の変形実施形態も可能である。したが
って、本発明はケーシング上の２つの出口を通しての取出しに限定されない。他の構成も
可能である。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
【図１】軸方向の半断面で見たガスタービンエンジンの燃焼室を表した図である。
【図２】空気の入口から、ガスの流れに対して下流方向に見た環状燃焼室を表した図であ
る。
【図３】平行な２つの燃料供給ダクトを備えた航空機械的タイプの噴射器を表した図であ
る。
【図４】単一の燃料供給ダクトを備えた噴射器を表した図である。
【図５】本発明の変形実施形態を示した図である。
【符号の説明】
【００３４】
　１０　航空機ターボジェット
　１１　燃焼室
　１２　燃焼室底
　１４　スプレーヘッド
　１５、１５ａ、１５ｂ、１５ｃ、１５ｄ、１５’、１５’ａ、１５’ｂ、１５’ｃ、１
５’ｄ　燃料噴射器
　１６　ケーシング
　１７　点火プラグ
　１８　環状ディフューザ
　１９　案内金属薄板
　１９ａ　案内金属薄板の開口部
　２０、２０ａ、２０ｂ　空気取出し口
　２１、２１ａ、２１ｂ　空気取出し管
　２４　内側管
　２５　保護ケーシング
　２６　外側管
　２８　中央ダクト
　２９　周囲ダクト
　３１、４０　カップリング
　３２　停止弁
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　３２ａ、３４ａ　通路
　３４　計量弁
　３５　バネ
　４１　ダイヤフラム
　５０　ゲート
　１５１、１５１’　噴射アーム
　１５２、１５２’　流量調整器
　１５３　環状ダクト

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図５】
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